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次に，物体の面の滑らかさを考慮した lkeuchi & Horn の方法をもとにして，遮蔽輪郭の情報を与えずに，少ない















第 1 は，従来の Local Shading Analysis 法をもとに，画像の明るさの微分値から繰り返し計算により 2次元断面
形状を推定するものである。ここでは画像生成過程の順モデルと近似逆モデルを用いた計算モデルに，生理学・心理学
的知見を考慮し，階層的な知覚モデルを構築している。このアプローチは，論文の第 3章にまとめられている。










上記の 3 つの提案については，第 7章において逆問題を解くという立場からまとめを行っている。
以上の研究成果は，コンピュータビジョンにおける新しい知見として高く評価されるものであり，工学博士の学位論
文として価値あるものと認める。
- 548-
